
平成22年度審判技術講習会
主  催      杉 並区軟式野球連盟

後  援     杉 並 区教育委員会

平 成 2 2 年 2 月 2 8 日 ( 日 ) 午 前 8 時 ～ 午 後 5 時

佼成学園総合運動場 (雨天時、佼成学園体育館、午前 9時 ～)

技術指導責任者

講     師

実技協カチーム

田 全 日 本 軟 式 野 球 連 盟 技 術 指 導 員

問 全 日本 軟 式 野 球連 盟 公 認 一 級 審 判員

杉 並 区 軟 式 野 球 連 盟 技 術 指 導 員

杉 並 ジ ェ ッ ツ ・東 村 山 パ ワ ー ズ

日

場 所

し

‐

遠 藤 靖 彦

椎 名 勝 敏

熊 崎 和 仁

細 金 作 治

森 中 崇 雄

加 藤   博

伊 藤 健 二

8:00 開 講 式 1 2 4 0 投 手 に つ い て

8:15 球審の基本的、一般的事項 1 3 1 0 特殊なプ レイについて

8 : 4 5 準備体操、基本練 習 13: 3 0 ノックによる位置取り(内野)

9 : 4 5 休 憩 1 4 : 3 0 休 憩

1 0 : 0 0 塁 審 の 基 本 的 事 項 1 4 4 5 3ノ(待い違弔多1策習(外野、樹面設定)

1 0 : 3 0 球審 と塁審の基本練習 1 6 : 0 0 閉 講 式

1 1 : 1 5 球審 と塁審の基本練習 1 6 1 5 グ ラ ン ド 整 備

1 2 : 0 0  i昼        食 16 : 3 0  1解        散



毒 弄 辛U 義支

参  加  人  数

じ

し  |

団 体 名 班  名 人 数

1 5 名
杉 並 区 歌 式 野 球 連 盟

杉 並 区 中 学 生 軟 式 野 球 協 会 1    班 2  8  名

2  既 2  0  名
杉 並 区 学 童 軟 式 野 球 連 盟

3  班 2  6  名
杉 並 区 ス ポ ー ツ 少 年 団

2  班

4  班

8  名

8 名

杉 並 区 立 小 P T A 野 球 協 議 会

杉 並 区 立 小 P T A 野 球 第 一 分 区

2  7  名
杉 並 ジ ェ リ ツ 野 球 部 選 手

2  名
杉 並 ジ ェ ッ ツ 野 球 部 監 督 、 コ ー チ

5 名
杉 並 ジ ェ ッ ツ 野 球 部 保 護 者 会

東 村 山 パ ワ ー ズ 野 球 都 選 手 2  9  名

1     名
東 村 山 パ ワ ー ズ 野 球 部 監 督

l    I班I 5  名
東 村 山 パ ワ ー ズ 審 判 員

計 1 9 4 名
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1.球審の構え方

スロットスタンス:
1)足

捕手の足のかかと/球 審の足のつま先/か かと/つ ま先

(Hee1/Toe/Hee1/Toe)(次 ページの剛

かかとからつま先まで地面につける。

両足のスタンスは最低肩幅Qまとんどの場合肩抑 。

両足に均等に体重をかける。

スロット足を先に決め、後ろ足は45度まで開く。

(両足のスタンスは自分の一番楽な位置がよい)

2 ) 肩

投手板に正対する。

地面と平行に。

3)あ ご

地面と平行に。

捕手の頭頂部の高さに合わせる(次ページの図)。

4 体`

い や前方に傾ける。

頭の高さを決めるのにしたがって腰の位置も決まる。

5)腕 と手の位置(①、②のどちらでもよい)

①スロット方向の腕は90度に曲げ、ベルトのあたりに

止める。もう一方の腕はひぎの上部あたりに軽く漂

える。

②両前腕を足の内部に入払 太ももあたりに持ってく

る。手は自然に下げるか経く握る。

球審の構えの3大ポイント:

①スロット足のつま先が投手板方向に向いているか。

②ホームブレートJ全 部見えているか。

国の高さ、位D

③構えた姿勢が自分にとつて快おか。

On the rubber・Get set‐Ctt the ptth‐RelaI

】

】

|― |

HeeirTOe/Hee1/Toe

晨

し
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●ジェスチヤーの基本

lo.塁審の構え方

塁審は、

1.一 球ごとにセットポジションで構える。

率
椿野子サ樹還右緊 密ぎあ品
げて構える)でもよい。

2.プ レイの判定のときにはセットポジションで構える。

セットポジションの構え方 :

1.ひ ざを軽く曲げる。腰を曲げない。

2.両 手をひざまたは太ももの上に置く(ハンズ・オン・ニー

ズ)。両脚の内側に置かない。

3.頭 を上げる。頭を落ときない。

4.ひ じをまっすぐに。

5.肩の力を抜いて。リラックスしる

6 .重心は前に置く。機敏に動けるように。

正 しい構 え方

・視野を広く。
・プレイに正対する。

間違つた穏え方

し

し

①判定す奮こと花Lと って両ひざに程く手を置き

②蓬軽を撃

°

ょり、一歩動いて良い角度を

③よら各乙寝こ遣&よ ぅなプレイが起きるかを想

像 しながら行動する。
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ストライクゾーンの変更

肩の上部

中間点ドロ

‐  口  0口  ‐  ロ

ズボン
の上部

ひざ頭
の下部

クイラ

ン

ト

一

ス
プ

●

け

イ
ラ
ス
ト
・
松
下
佳
正
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料資

論手と打者との間からストラィデーンの全体が見える位置。

楽な姿勢で一球ごとに構え直す。

目の高さはストライクブーンの上限か、やや上におく。

1 . 位置 と 姿 勢

ストライクゾーンの確実な把遠。打者の身長によつて高低は変化する。

予想や埋め合わせはし里
2 . 判定 に つ い て

節度をもってハッキリと。声は大きく。

コールのタイミングは早すぎないこと。(捕球を見る)

カウントをコール。

3. ジ ェスチャーとコール

球場に早めに入場して施設その他の点検を行なう。

特別規則あるいは相互の打ち合わせ、サインなどの確認。
1 . 試合 の 準 備

軽快に使用するために点検と調整。

打球が打たれたとき、あるいはプレイが行なわれているときはマスク

をはずす。(左手ではずす)

2 . 用具 の 取 扱 い

手が投手板に正 しくついているか、どうか
3 .投 球動作 について

口戸ヮインドアップ
~ 投

手板と両足の置き方。( 軸足と自由な足の

ポジション    制 限)
インモーションについて。

送球の制限。(アマ内規11)

ハ. セ ットポジション 投手板と両足の置き方。
ス トレッチにつ t て`。

動作の静止。(許されるのは首だけ)

二. 反 則 投 球 走者のいないときに投手板につかないで投げ

たものなど。

投球の中断
一塁への送球の中止

自由な足の踏み出し

走者のいない塁への送球、

送球のまね

反則投球

打者に正対 しないでの投球

投手板に触れないで投球に

h.不 必要な遅延行為

i.ボ ールを持たないでの行為

(かくし球)

j,投 手板上で一方の手を離す

k.投 手板上での落球

1,捕 手席外への投球

(故意四球)
m.セ ットポジシヨンで静止 しな

いとき

(必ず走者がいる場合)

関連する動作をしたとき

イt 判 定 範 囲 一塁、二塁のベースまでは球審。

(ファウルフライは丹J)
4 .  アンタヾイアリングの

基 本 事 項
フェア、 フ ァウ

ル ポールの ジェ

スチ ャー

ライン付近のフェアに対 しては、人差 し指を

出してフエア地域に向ってジェスチャーで示

す。(ノーポイス)。

ファウルボールは大きな声とジェスチャーで,

ハ.打 球 について ライン際の内野ゴロ、

に出て見る。

フライ、ライナーは前

プレイに際して

の準備動作

あわてない。
邪魔になるマスクやバッ卜は速やかに取り除く。

5 .本 塁周辺 のプ レイ

フォースプレイ

とタッグプレイ
判定する位置へすばやく入る。

外野からの送球に対する位置のとり方。
ボールをコールし、次に走

その後、公式記録員に投球
ハ.ホ ー ムスチール 先ずストライク、

者の判定をする。
の判定を示す
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目科 眼着

球

審

の

般

的

事

項

6 , 特殊 な プ レ イ クイ . ポ プレイが続けられた場合は、結果によって成

り行きになるか、ボークを適用するべきかを

判断する。投球はコールのみ、送球は片手で
ポイントしコールする。

口.タ   イ   ム   そ の時機の是非を判断して、タイムと大きく

はっきり宣告 し中に入る。    …

害妨撃打 左手で捕手を指しプレイを見守る。プレイがな

かった場合は、タイムを宣告 し改めて 「打撃

妨書」を宣告後、打者を一塁へ進める。その

後記録席へ向って左手甲を右手で叩き妨害が

あったことを知らせる。プレイが続行された場

合は、プレイが一段落後タイムをコールし 「打

撃妨害」を宣告し打者を一塁へ進める。その

後記録席に向って左手甲を右手で叩き妨害が

あったことを知らせる。監督の選択権に注意。

二.送 球動作の妨害  捕 手が走者を刺そうとして送球 したもの。
A.打 者の場合 B.球 審の場合

ホ.挟 撃 プ レ イ  深 追いは禁物だがタッグプレイのときは思い

(ランダウンプレイ) き つて近づく。
ラインアウトに気をとられてタッグの動作を

見落とさないように。(ノータッグに注意)

へ、得 点 の 確 認 第3ア ウ トのタッグアウ トに注意 (タッグが

早かったか、遅かったか)タ イムプレイ。

アピールアウトの置き換えに注意。

卜.故  意  落  球   手 かグラブに打球を触れさせ故意に落とした

フェァーのフライ、ライナー。

球審は前に出て、パッターアウトの宣告を行

ない、ポールデッドの状態にするためタイム

を宣告する。

右手人差 し指で打球を指して、インフィール

ドフライと宣告した後、パッターアウトとコー

ルする。塁審が宣告した場合は、球審は塁審
の判定に合せて必ず追従判定を行う。規則適

用の状況が生じたときは、右手を左胸に当て

て、審判員相互のシグナルを交換する。

チ . イ ンフ ィール

フライ

塁

審

の

基

本

的

事

項

1 . 位   置 選手の邪魔にならないで判定に最も見易い位置をとる。

2.走 者のいない場合 イ.立  つ  位  置   必 携参照。一、二塁はラインの外に立つ。

口,姿      勢   手 は軽く膝の上に添えて、一球毎に構える。

ボールから目を離さない。

先ず送球の予想されるコースに対して直角の″ヽ. 判   定
位置をとる。
フォースプレイは走者の足と野手の捕球が見

える位置。

打者の足、野手の足を見て捕球を音で確認す

る。両手を腿のあたりに添えて、プレイを見

る。飛球は停止 して確認。
ジャッジは走りながら行わない。

二.宣      啓   コ ールは大きく、引き締まったもの。

判定の宣告は早すぎないこと、宣告後もプレ

イからすぐ目を離さない。

送球がそれて高いか横にそれたときは、思い

きってプレイに近

0

G
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フェア、 フアウ

ルボールの ジェ

スチ ャー

フェアは人差し指を出してフェア地域の方向

外側に向かって。

にポイントする。( ノーボイス)

ファウルボールはラインをまたいだままか、

塁

審

の

基

本

外野への打球に

対する動き

万 三クスハンドプック参照。

ファウルライン近 くの打球はラインをまたい

イ.位 "ス ハンドブック参照。
3.塁 上に走者のある場合

送球に対して素早く移動し、近づいて見る。

(野手あ邪魔にならないように)

タッグのよく見える位置をとる。

(野手のかげになら中

牽制球とタッグ

プレイを見る位

置

フォースプレイ

とタッグプレイ
めてから宣告する。

判定する位置
督窓ぼどと介亀格の状態を見極

二.ラ イン上の打球
一、三塁ベース以遠は塁

外野に打球が打

たれた時

～ うイは追わない。トラブルポール

野轡唇ツ京貨多手与み色1堅笹兵謀番ょ玉ち
必ず誰かが埋める。

4 . 連 け い 動 作

5 , 特殊 な プ レ イ
口。ァピールプレイ ァ ピールの答 は、

チ ャーで。

セーフかアウ トかのジェス

ハ. 挟 撃 プ レ イ として走路外に出たときは

岳とん乙亀とそぃない方でのタッグにと革。
タイムの要求があってもその時機の是非を判

堕文孫窒≧宅え払他の審判員も直ちに同調す

投球、送球ともに右手人差是受直警言卒摂;
行きかどうかを判断して処置生す●⊇

六. 守 備 妨 害
者がぶつかったときo

a項かb項 かを判断。

事後の処理を的確に。

ォブストラクショ

ン (走塁妨害)

チ. 追 い越 しアウ ト 彊い越した瞬間、その走者を指してアウ

宣告 し、速やかに取り除生

初回及び投手交代時の準備投球数は8球以内、以後は4球まで。

攻守交代は駆け足を実行。その他連盟取り決め事項参照。__
1 . ス ピ ー ドア ツ プ

試

合

の
運

行

に

つ

い

て

シレイにらぃて手足で絶対に真似をしない。

抗議権のある者かどうかを確

華
ど

岳i争 干

な事
ギ

けを答える。
2.抗 議 の 処 理 法

3 .審 判員相互 の協議
チインを取り決めておく。

4.試 合前の相互打合せ

と必ず打ち

七5 . 暗 黒 時 の 処 理
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三人制審判の取 り決 め事項

1,ポ ジショニング

①無走者 ・走者三塁のとき……一塁塁審、三塁塁審と

もに一 。三塁手の約3～ 4メートル後方フアウルラ

インの外側に位置する。

②走者ギ塁、一 ・二塁、一 '二塁、消塁 (フオースの

状態)の とき………塁塁審は一塁後方ファウルライ

ンの外側、三塁塁審は二 ・三塁問内野内に位置する。

③走者二塁、二 ・二塁のとき・………塁塁審は一 ・二塁

間内野内、二塁塁審は三塁後方フアウルラインの外

側に位置する。

2.外 野への打球の責任範囲

GP責 任を持ち、打球を追った
,合

、三塁塁書は内野

内に移動する。

②中堅手より向かって左側の打球……三塁塁書が打球

の責任を持ち、打球を追った場合、一塁塁審は内野

内に移動 (ピボットターン)す る。

B。いずれかの塁審が内野内に位置した場合

雛ポ薪響男鞘鞄詳:……球書が打球
の責任を持つ。

②右翼手から中堅手までの打球…・…・…・一塁塁審が打

球の責任を持ち、打球を追った場合、三塁塁審は内

野内に移動して、二人制の動とになる。

③中堅手より巾かって左側の打球…………二塁塁審が

じ

刊球の責任を持つ。

B-2 三 塁塁審が内野内に位置した場合

①中堅手より向かって右側の打球・………一塁塁審が打

球の責任を持つ。        _

②中堅手から左票手までの打球………二塁塁審が打球

の責任を持ち、打球を追った場合、一塁塁審は内野

内に移動して、二人制の動きになる。

③左翼手より向かって左側の打球………・球審が打球の

責任を持つ。

3.ハーフスイングの判定

①フォースの状態にあるとき、左打者のハーフスイン

グの判定は、二 ・三塁間に位置している二塁審判が

行なう。

②走者が二塁および二 ・三塁のときの右打者のハーフ

スイングの判定は、一 ドニ塁間に位置している一塁

審判が行なう。

4.トラブルポール

次のトラブルポールの場合、審判はいい角度をとりな

がらできるだけ近づいて判定する。

①右翼線または左翼線寄りの打球。

②外野手が前進して地面すれすれで捕る品

③外野手が背走するフェンス際の打球。

④野手が集まる打球。
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四人制審判の取り決め事項              Ct外 野への船 を追った塁審は船 を判定した後その場

に留まり、担当していた塁は他の審判に任せる。カパー

1コポジショエング                       に 行なった審判は、その塁の審判が戻るまで、その塁を

①無走者・走者二塁のとき……二塁塁審は、二塁ベース       離 れてはとヽ1すない。

の後方に位置する。

②走者一塁、二塁、一・二塁、一・三墨、二・三塁、満塁      ユ 球審の動き           '

のとき……二塁塁審は、一 '二塁問または二・三塁間      ① 無走者、走者一塁の場合は一塁または=晏をカバーする。

の内側に位置する(内野手が前進守備の場合は外側に      ② 定者が二墨または二塁のスコアリングポジションにいると

位置する)。                          き 'お提垂に留まる。

③一塁塁審、三塁塁審はいずれの場合もファウルラインの

外側に立つ。                          4ト ラブルポール

次のトラブルボールの場合、審判はいい角度をとりなが

2外 野への打球の責任範囲                    ら できるだけ近づいて判定する。

外野への打球を追う審判は、角度をとりながら落下点に      ① 店翼線または左翼線寄りの猟

近づき、必ず止まって判定する。                 ② 外野手が前進して地面すれすれで捕る騒

③外野手が背走するフェンス際の品

Aぃ二塁塁審が外側に位置した場合               ④ 野手が集まる:椰兆

①左翼手より向かって左側の打球…………………………

=曇 思審。

②左累手正面の前後から右翼手正面の前後までの打球

……..:.‐..二塁塁審古

①右翼手から向かって右側の打球………………・…… …

一畢畢箸。

B.二塁塁審が内側に位置した場合…………………………

外野への打球は追わない。

①中堅手より向かって左側の打球………・…………………

=患 思名

②中堅手正面の前後より向かって右側の打球……………・

一岳曇審。

し

し
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甜
薄
弾
Ｓ
対
キ
ー
高
ｄ
写
バ

器
戸
ノ
Ｈ
ギ
ラ
岬
弟
畔
キ
ぶ
討
Ｓ
Ｓ
対
キ
ー
付
ば
Ａ
ｒ
対
対
湖
型
螢
勝
・鞘
加
貯
ハ
酬
醐
再
串
じ
受
ぶ
″
串
田
辞
併
伊
障
珊
Ｃ
Ａ
Ｓ
ハ
岨
調
串
巴
様

げ
討
。

一
・
対
汁
―
併
猟
Ｌ
Ｉ

瓦
対
】
ヽ
税
河
騨
串
器
じ
鞠
弾
＞
Ｓ
緋
鞘
。
相
斗
ぶ
Ｆ
詳
勝
Ｓ
沖
辞
串
耶
じ
討
詳
齢
＞
税
爺

ｓ
Ｓ
ハ
′
詳
勝
＞
併
需
悦
何
併
畔
訓
幹

Ｆ
Ａ
弾
ば
ぐ
ｒ

や
・
輝
＝
Ｓ
鮮
弟
副
詞
Ｓ
濁
謡
（乳
―
ヽ
倍
郎
お
謝
ツ
貯
ラ
引
単
脳
母
猫
押
母
爺
聾
）

い
・
部
＝
税
謝
辞
ご
討
ｙ
付
ノ
猟

デ
村
、
、
言
コ
キ
ツ
尋
片
せ
倍
ご
【
ル
ヽ
デ
畔
聾
サ
キ
甜
ぷ
。

ド
・
部
＝
税
郭
韓
ぼ
討
き
倍
′
ｙ
討
サ
伊
猟

プ
Ｗ
ヽ
ヽ
併
珊
き
き
五
ツ
じ
再
ル
ヽ
プ
串
灘
キ
奇
挙
。

例
・
討
＝
功
爵
ラ
聯
澤
【
伊
罰
＝
訴
サ
げ
斗
神
串
Ｅ
ぼ
【
乳
―
や
畔
鮮
馬
併
件
い
前
じ
串
ぼ
Ａ
Ｎ

プ
判
ヽ
ヽ
串
輝
記
併
件
ぶ
奇
き
。　
　
　
　
　
　
　
　
・

０
・
対
難
Ｓ
付
く
雌
Ａ
畔
世
コ
ぼ
Ａ
Ｓ
洸
）
〓
軌
千
ヽ
。

ミ
・
対
球
税
ヽ
く
日
Ｉ
Ｘ
Ｓ
輝
弾
畔
常
尋
ぶ
翌
碑
母
ぼ
母
軌
げ
雌
討
ｓ
Ｆ
爺
ハ
奇
訴
ｏ

∞
・
ミ
ヾ
ヽ
■
寓
あ
く
料
串
学
乱
じ
Ｆ
圧
厳
ラ
ｏ

Ｏ
・
■
購

併
や
く
Ｓ
障
写
。

し

し
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